
【議案第98号】

令和元年度　一般会計決算附属資料

市長公室　主要な施策の成果
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　市長及び副市長の秘書業務を適正かつ円滑に行い、迅速で円滑な政策の推進 ○負担金、補助及び交付金

を図るため市長・副市長等の出張に係る経費等を支出した。 ・全国市長会負担金

・近畿市長会負担金

○市長・副市長等出張経費 ・京都府市長会負担金

・市長・副市長及び職員出張旅費 ・北京都政経文化懇話会負担金

・公用車運転手任用経費 ・オリンピック・パラリンピック首長連合負担金

・有料道路通行料等 ・京都府副市長会負担金

・自動車借上料、駐車場使用料

○公用車管理経費（2台分）

・燃料費

・車検、洗車用品等

・自動車損害保険料（任意共済保険）

○秘書事務経費

・事務用品等

・来客用お茶等

市長公室
項 01 総務管理費

6,082千円 6,484千円 402千円
予
算
科
目

款 02 総務費 本年度決算額 最終予算額

93.8 %

目 01 一般管理費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

秘書広報広聴課
事 03 秘書･渉外事務 7,209千円

細
事

01 秘書事務

主
な
財
源目

　
的

　市長及び副市長の公務が円滑に遂行できるよう秘書業務を適正に
行う。

基本計画 29 効率的・効果的な行財政運営

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

1,549千円

357千円

135千円

3,900千円 858千円

1,412千円 96千円

1,869千円

171千円

79千円

成
果
・
課
題

　市長及び副市長の秘書業務を円滑に遂行できた。
36千円

31千円

5千円

100千円

528千円 3千円

91千円

597千円

347千円
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　市長及び副市長の渉外業務を遂行するため、慶弔、賀詞交歓会等に係る経費

を支出した。

○市長交際費経費

・市長交際費（各種会費等70件）

・弔慰金（18件）

○賀詞交歓会開催経費

・会場装花、消耗物品等

・飲み物代

○渉外事務経費

・式辞台紙、芳名録（名誉市民献花台用）

不用額 執行率
部 市長公室

523千円

66.5 %項 01 総務管理費

1,040千円 1,563千円目 01 一般管理費

款 02 総務費 本年度決算額 最終予算額

(参考)当初予算額
秘書広報広聴課

事 03 秘書･渉外事務 1,563千円
課

基本計画 29 効率的・効果的な行財政運営

細
事

02 渉外事務

主
な
財
源

予
算
科
目

成
果
・
課
題

　市長及び副市長の渉外業務を適正かつ円滑に行うことで、市政の円滑な
運営に資することができた。

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

989千円

469千円

520千円

44千円

33千円

11千円

7千円

7千円

目
　
的

　新年賀詞交歓会、慶弔対応、その他市長及び副市長の渉外業務を
円滑に遂行することを目的とする。
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○一般事務経費 ・社会人募集 ※U・Iターンを希望する市外在住者を対象とした募集

・給与人事システムサポート等負担金 年齢要件 31～45歳（一般事務は31～40歳） （単位：人）

・徽章購入（600個）

・特別職報酬等審議会 報酬等（委員5人、2回開催）

・公務災害補償等認定委員会 報酬等（委員3人、1回開催）

・参考図書、消耗品、職員旅費、公舎借上料等 ・チャレンジ募集 ※実務未経験者対象

応募者数（土木系技術） 4人

○職員採用経費 採用者数　　　　　　　 0人

・採用試験採点委託料 ・障害者募集

・募集チラシ新聞折込代等 応募者数（一般事務）　 2人

※令和元年度職員採用試験の状況 採用者数　　　　　　　 0人

 ３回（6月、9月、1月）実施

・一般募集 （単位：人）

市長公室
項 01 総務管理費

5,306千円 5,645千円 339千円
予
算
科
目

款 02 総務費 本年度決算額 最終予算額

公舎使用料負担金（副市長公舎）

93.9 %

目 01 一般管理費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

人事課
事 04 人事給与事務 4,658千円

細
事

01 人事給与事務

主
な
財
源

諸収入 516千円

基本計画 29 効率的・効果的な行財政運営

1 3

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

4,325千円

1,790千円

871千円

57千円

目
　
的

　職員の人事管理及び給与事務を適正に行う。

1,594千円

981千円

564千円

417千円

13千円

応募者数

採用者数

成
果
・
課
題

○職員採用試験応募者の確保のため、大学生が利用する求人掲載サイト及
び民間転職サイトの活用、学校訪問、就職フェアへの参加等を積極的に
行った。
○職員募集について、引き続き工夫する必要がある。

一般事務 土木系技術 社会福祉士 保育士・保育教諭 消防職員 合計

164 2 1 4 9 180

14 1 1 2 3 21

一般事務 土木系技術 社会福祉士 介護支援専門員 合計

9 2 0 3 14応募者数

採用者数 1 1 0
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○研修経費

・集合研修 （市が実施する研修）

   受研者数　延べ772人

・派遣研修 （他団体等が実施する研修）

   受研者数　延べ209人

　   

○その他

・担当者会議旅費、消耗品

市長公室
項 01 総務管理費

2,636千円 3,004千円 368千円
予
算
科
目

款 02 総務費 本年度決算額 最終予算額

京都府市町村職員等共同研修助成金

87.7 %

目 01 一般管理費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

人事課
事 05 職員研修事務 2,963千円

細
事

01 職員研修会事務

主
な
財
源

諸収入 1,156千円

基本計画 29 効率的・効果的な行財政運営

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

2,585千円

1,269千円

新規採用職員研修、職場内研修（OJT）、管理・監督職（評価者）研
修、交通安全研修、メンタルヘルス研修、財務研修、若手職員人材育
成研修等

目
　
的

　「職員人材育成基本方針」及び「職員研修計画」に基づき、職務
の遂行に必要な知識・技能等を習得する研修の実施により、行政運
営能力の向上と質の高い行政サービスを進める。

51千円

成
果
・
課
題

○職員個々の能力向上や弱点克服のための研修プログラムを実施した。ま
た、受研公募制や上司の受研指示などによる研修を実施し、職員の自発的
参加、上司の人材育成に対する意識を高めた。
○新たな取組として、市内でのフィールドワークなど、実践型の若手職員
人材育成研修を実施し、職員の地域づくり意識の向上につなげた。
○人材育成の観点から、引き続き職員の視野を広げるための実践型の研修
が必要である。

1,316千円

京都府市町村振興協会主催研修（法制執務研修、5年目・10年目職員
研修、新任係長研修、マネジメント研修等）、北部7市職員合同研修
（綾部市）、丹後広域振興局管内研修（丹後塾）、全国市町村国際文
化研修所派遣研修等
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○京都地方税機構での実務研修（法的派遣）に係る経費

・借上げ住居に係る費用（家賃）

・借上げ住居退去に係る費用

○京都府での実務研修生に係る経費

・借上げ住居に係る費用（家賃）

・借上げ住居退去に係る費用

○その他

・派遣先との協議、業務引継ぎ等に係る旅費

・中小企業庁派遣職員赴任に係る旅費等

市長公室
項 01 総務管理費

2,400千円 2,419千円 19千円
予
算
科
目

款 02 総務費 本年度決算額 最終予算額

京都地方税機構職員派遣交付金

99.2 %

目 01 一般管理費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

人事課
事 05 職員研修事務 2,162千円

細
事

02 職員派遣研修事務

主
な
財
源

諸収入 934千円

基本計画 29 効率的・効果的な行財政運営

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

934千円

派遣先 人数 職

 事務局総務課 1人 税務課付　係員級

912千円

目
　
的

　京都府等に職員を派遣し、政策立案過程や課題解決方法等を学ぶ
とともに、専門的かつ総合的な知識、技能の習得により、職員の資
質を高める。

 文化スポーツ部　スポーツ振興課 1人 生涯学習課付　係員級

894千円

41千円

22千円

935千円

派遣先 人数 職

531千円

成
果
・
課
題

○他機関での実務を経験したことにより、広い視野での政策立案等を行う
ことが期待できるとともに、研修で得た専門的な知識と技能を今後の業務
に活かすことができる。
○実務研修による成果を本市の行政運営に活かすため、派遣した職員の知
識・経験を広く職員に伝えていく工夫が必要である。

185千円

346千円
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○定期健康診断・ストレスチェック

・定期健診委託料

・ストレスチェック委託料

・医師派遣委託料

・健診用消耗品費

※対象者（職員）は退職等を除いた人数

○その他

・事務担当者会議（旅費・有料道路通行料）

・京都府内14都市職員交歓体育大会負担金

市長公室
項 01 総務管理費

7,990千円 8,040千円 50千円
予
算
科
目

款 02 総務費 本年度決算額 最終予算額

99.3 %

目 01 一般管理費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

人事課
事 06 福利厚生事務 10,134千円

細
事

01 福利厚生事務

主
な
財
源

基本計画 29 効率的・効果的な行財政運営

定期健診
職員 1,040人 890人 150人

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

7,889千円

7,206千円

431千円

240千円

12千円

対象者 対象者数

目
　
的

　職員の健康管理の維持・増進と福利厚生を図り、公務の効率を高
める。

1,040人 100%

臨時職員等 365人 329人 36人 365人 100%

受診者数
受診率

巡回健診 人間ドック他 合計

臨時職員等 545人 － － 545人 100%

ストレス
チェック

職員 1,028人 － － 1,026人

成
果
・
課
題

○健康診断の受診方法や受診日、会場等を複数設定し受診率向上を図ると
ともに、職員衛生委員会で健康管理対策について検討し、職員の健康管
理・保持につなげた。
○ストレスチェックを実施し、高ストレス者への対応を行うほか、健康診
断結果による事後指導を実施し、自らの健康管理・保持についての意識を
高めた。
○精密検査未受診者への受診の徹底に引き続き努めていく必要がある。

78千円

99%

101千円

23千円
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　自治功労者等の被表彰者を選考するための自治功労者等審査委員会の開催経費

及び市制15周年記念式典における表彰経費を支出した。

○自治功労者等審査会開催経費（１回開催）

・委員報酬（委員7人分）4,000円/回

・費用弁償

○自治功労者等表彰経費（11/3市制15周年記念式典で表彰）

表彰者：自治功労者９人、功績者14人、善行者6人・3団体、

特別功労者１人、感謝状１人

・表彰記念品

・表彰用品等

※　自治功労者等の表彰については、市表彰条例第10条で原則毎年4月1日の

市制記念日に実施しているが、平成30年度分と令和元年度分の2年分を市

制15周年記念式典で実施した。

部 市長公室
項 01 総務管理費

664千円 726千円 62千円

最終予算額

91.4 %

目 01 一般管理費 (参考)当初予算額

款 02 総務費 本年度決算額 不用額 執行率

細
事

01 功労者表彰等事務

主
な
財
源

基本計画 29 効率的・効果的な行財政運営

予
算
科
目

事 08 功労者表彰等事務 1,230千円
課 秘書広報広聴課

129千円

成
果
・
課
題

　表彰事務を適正かつ円滑に行うことにより、自治功労者等を選考するこ
とができた。

目
　
的

　市表彰条例等に基づき、自治功労者等審査委員会の開催、表彰の
実施などを行い、被表彰者の功績をたたえる。

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

31千円

28千円

3千円

633千円

504千円
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　地域の出来事や市政情報を効果的に発信するため、広報等を発行する経費と ○広報職員スキルアップ研修経費

市政推進有識者会議を開催する経費を支出した。

○京丹後コミュニティFM（FMたんご）放送委託料

○市政推進有識者会議開催経費

・委員謝礼（2回分） 〇負担金、補助及び交付金

・費用弁償 ・日本広報協会会費

・京都府広協議会会費

○広報等発行関連経費

・広報京丹後印刷製本代（年12回発行）

（5～11月号 21,500部、12～4月号 21,200部）

・おしらせ版印刷製本代

（年12回発行、5月号～4月号 20,700部）

・おしらせ版音訳データ作製委託料

・広報紙編集用ソフトライセンス使用料

・広報発送料

・広報用資材、事務用品ほか

部 市長公室
項 01 総務管理費

17,414千円 17,543千円 129千円

目
　
的

　市民の市政参加の推進及び市政情報の共有を図るため、広報紙の
発行、フェイスブックやコミュニティＦＭ放送の利活用により、地
域の出来事や市政情報を効果的に発信する。また、市民の意見を市
政に反映させるため市政推進有識者会議等の広聴事業を実施する。

最終予算額

99.2 %

目 03 広報費 (参考)当初予算額
予
算
科
目

款 02 総務費 本年度決算額

障害者地域生活支援事業費補助金（1/2）

不用額 執行率

秘書広報広聴課
事 01 広報広聴事業 19,974千円

課

細
事

01 広報広聴事業

主
な
財
源

国補

基本計画 21 市民参画・協働によるまちづくり 府補

4,530千円

521千円

きょうと地域連携交付金（市政情報発信事業）

147千円

府補 障害者地域生活支援事業費補助金（1/4） 74千円

2,000千円

諸収入 広報郵送料負担金 122千円

諸収入 広報京丹後有料広告収入 65千円

247千円

445千円

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

○広報事業では、広報紙及びおしらせ版の発行、ホームページ、フェイス
ブック、防災行政無線、コミュニティFMの活用により、市政情報等を市民
へ広く発信することができた。さらに効果的な情報発信を行うため、新た
なSNSの活用を検討する必要がある。
○広聴事業では、市政推進有識者会議など市民からの意見や提案を聴く機
会を設けることができた。さらに若年層や女性などより幅広い年代からの
広聴の機会を増やすことが必要である。

81千円

68千円

13千円

422千円

4千円

4,489千円

34千円

24千円

10千円

12,806千円

6,641千円
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○庁舎維持管理経費 ○公用車維持管理経費

・光熱水費及び燃料費（電気、上下水道、ガス） ・燃料費、修繕料（３台）

・修繕料（庁舎小規模修繕） ・車検費用　（登録手数料、自動車重量税）（２台）

・施設清掃等委託料（庁舎内清掃） ・保険料（自動車損害保険料３台 自賠責保険料２台）

・設備保守点検等委託料

　（自家用電気工作物保安管理、自動ドア、エレベーターほか） ○駐車場用地借上料（社協前職員駐車場　289㎡）

・宿日直業務委託料（宿直1人）

・環境衛生管理委託料

・火災保険料（庁舎、車庫）

・その他経費（消耗品費、ごみ持込処理手数料ほか）

部 市長公室
項 01 総務管理費

17,341千円 17,531千円 190千円

最終予算額

98.9 %

目 06 財産管理費 (参考)当初予算額

款 02 総務費 本年度決算額 不用額 執行率

細
事

02 大宮庁舎管理事業

主
な
財
源

使用料

基本計画 29 効率的・効果的な行財政運営 諸収入

目
　
的

　大宮庁舎の円滑な運営を行うため、庁舎及び公用車等を適切に維
持管理する。

予
算
科
目

大宮市民局
事 02 庁舎管理事業 17,394千円

課

3,084千円

諸収入 公衆電話料 1千円

59千円

公有財産使用料

63千円

89千円

市有自動車損害共済金

105千円

16,519千円

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

○庁舎の適正な維持管理に努め、安心・安全のまちづくりを推進する拠点
施設として円滑な運営を行った。
○庁舎及び公用車の老朽化により、維持修繕費用の増加が見込まれるた
め、計画的に改修や更新を行う必要がある。

　行政推進の拠点となる庁舎及び公用車の維持管理経費や各種保守点検、行政事務
執行上必要な消耗品費、燃料費、光熱水費等の経費を支出した。

9,079千円

950千円

934千円

1,926千円

2,909千円

285千円

40千円

396千円

717千円

565千円
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○庁舎維持管理経費 ○公用車維持管理経費

・光熱水費及び燃料費（電気、上下水道、ガス、灯油ほか） 　・燃料費、修繕料（4台）

・修繕料（庁舎維持補修等） ・車検費用　対象車2台（登録手数料、自動車重量税）

・施設清掃委託料（庁舎内清掃） ・保険料（自動車損害保険料4台、自賠責保険料2台）

・設備維持管理費及び保守点検業務委託料

（自家用電気工作物保安管理、自動ドア、消防設備ほか）

・宿直業務委託料（宿直1人）

・デマンド監視業務委託料

・産業廃棄物処理手数料（PCB）

・火災保険料（庁舎・倉庫ほか）

・備品購入費（ハイカウンター・レジスター）

・その他経費（消耗品費、ごみ持込処理手数料ほか）

市長公室
項 01 総務管理費

17,164千円 17,411千円 247千円
予
算
科
目

款 02 総務費 本年度決算額 最終予算額

公有財産使用料

98.5 %

目 06 財産管理費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

網野市民局
事 02 庁舎管理事業 18,652千円

細
事

03 網野庁舎管理事業

主
な
財
源

使用料 204千円

諸収入 網野健康福祉センター光熱水費負担金 171千円

103千円

1,699千円

2,909千円

68千円

3,603千円

　網野庁舎及び網野健康福祉センターの円滑な運営を行うため、庁
舎及び公用車等を適切に維持管理する。

基本計画 29 効率的・効果的な行財政運営 諸収入 公衆電話料 1千円

目
　
的

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　行政推進の拠点となる庁舎及び公用車の維持管理経費や各種保守点検、行政事務
執行上必要な消耗品費、燃料費、光熱水費等の経費を支出した。

16,158千円 1,006千円

5,563千円 825千円

547千円 78千円

517千円

635千円

562千円

成
果
・
課
題

○網野庁舎別館及び網野健康福祉センターの適正な維持管理に努め、安
心・安全のまちづくりを維持する拠点として円滑な運営を行った。
○経年劣化により、空調機をはじめエレベーターや各種機器類の維持補修
費用の増加が見込まれるため、計画的に改修や更新を行う必要がある。

55千円
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○庁舎維持管理経費 ○公用車維持管理経費

・光熱水費及び燃料費（電気、上下水道、ガス、灯油） ・燃料費

・修繕料（庁舎維持補修等） ・修繕料等（4台）

・施設清掃委託料（庁舎内清掃、庭木剪定） ・車検費用　対象車1台（登録手数料、自動車重量税）

・設備保守点検等委託料 ・保険料（自動車損害保険料4台、自賠責保険料1台）

　（自家用電気工作物保安管理、エレベーター、空調設備ほか）

・宿日直業務委託料（宿直1人、日直1人）

・デマンド監視業務委託料

・環境衛生管理委託料

　（建築物衛生法に基づく環境衛生管理業務）

・火災保険料（庁舎、車庫、倉庫ほか）

・その他経費（消耗品費、ごみ持込処理手数料ほか）

不用額 執行率
部

丹後市民局

目
　
的

市長公室
項 01 総務管理費

13,135千円 13,148千円 13千円
予
算
科
目

款 02 総務費 本年度決算額 最終予算額

公有財産使用料

99.9 %

目 06 財産管理費 (参考)当初予算額
課

事 02 庁舎管理事業 12,312千円

細
事

04 丹後庁舎管理事業

主
な
財
源

使用料 571千円

諸収入 丹後庁舎光熱水費負担金 62千円

39千円

1,355千円 86千円

3,876千円

55千円

293千円

　丹後庁舎の円滑な運営を行うため、庁舎及び公用車等を適切に維
持管理する。

基本計画 29 効率的・効果的な行財政運営

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　行政推進の拠点となる庁舎及び公用車の維持管理経費や各種保守点検、行政事務
執行上必要な消耗品費、燃料費、光熱水費等の経費を支出した。

641千円

4,276千円 315千円

1,469千円 201千円

582千円

55千円

533千円

成
果
・
課
題

○庁舎の適正な維持管理に努め、円滑な運営及び公有財産の有効活用を
図った行ったほか、丹後地域公民館の休館に伴い地域公民館事務室び丹後
図書室を併設した。
○塩害と経年劣化により、庁舎設備等の維持補修費用の増加が見込まれる
ため、計画的な改修・修繕を行う必要がある。

12,494千円
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○庁舎維持管理経費 ○公用車維持管理経費

・光熱水費及び燃料費（電気、上下水道、灯油） ・燃料費、修繕料（3台）

・修繕料（庁舎小規模修繕） ・手数料（自動車登録手数料2台）

・施設清掃委託料（庁舎内清掃） ・保険料（自動車損害保険料3台）

・設備保守点検等委託料 ・公課費（自動車重量税2台）

（自家用電気工作物保安管理、自動ドア、エレベーター、消防設備）

・宿日直業務委託料（宿直1人、日直1人） ○庁舎用地借上料（991.73㎡）

・デマンド監視業務委託料

・火災保険料 ○駐車場用地借上料（弥栄庁舎職員用駐車場　2,014.05㎡）

・手数料（ゴミ持込処理手数料）

・その他経費（消耗品費、クリーニング手数料）

市長公室
項 01 総務管理費

9,693千円 9,746千円 53千円
予
算
科
目

款 02 総務費 本年度決算額 最終予算額

財産貸付収入

99.4 %

目 06 財産管理費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

弥栄市民局
事 02 庁舎管理事業 9,709千円

細
事

05 弥栄庁舎管理事業

主
な
財
源

財産収入 577千円

諸収入 弥栄庁舎光熱水費負担金 1,461千円

基本計画 29 効率的・効果的な行財政運営 諸収入 弥栄庁舎火災保険料 1千円

目
　
的

　弥栄庁舎の円滑な運営を行うため、庁舎及び公用車等を適切に維
持管理する。

諸収入 市有自動車損害共済金 51千円

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　行政推進の拠点となる庁舎及び公用車の維持管理経費や各種保守点検、行政事務
執行上必要な消耗品費、燃料費、光熱水費等の経費を支出した。

8,055千円 591千円

2,247千円 447千円

345千円 37千円

334千円

34千円 659千円

9千円

71千円

成
果
・
課
題

○庁舎の適正な維持管理に努め、安心、安全のまちづくりを推進する拠点
施設として円滑な運営を行った。
○庁舎を共用（事務所活用）している外部団体（社協、シルバー人材セン
ター等）と庁舎内の調整会議を行い、利用効率の良い共同管理に努めた。
引き続き、経費節減に努めていく必要がある。

91千円

1,084千円 16千円

3,876千円 388千円

55千円
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○庁舎維持管理経費 ○公用車維持管理経費

・光熱水費及び燃料費（電気、上下水道、ガス等） ・燃料費、修繕料（4台）

・修繕料（庁舎小規模修繕） ・車検費用　車2台（登録手数料、自動車重量税）

・施設清掃委託料（庁舎内清掃） ・保険料（自動車損害保険料5台、自賠責保険料2台）

・設備保守点検等委託料

（自動ドア、自家用電気工作物、消防設備） ○庁舎倉庫借上料

・宿日直業務委託料（宿直1人、日直1人） （土地853.50㎡、建物663.96㎡）

・デマンド監視業務委託料

・火災保険料（庁舎・倉庫ほか）

・工事請負費（玄関照明設置工事）

・備品購入費（消火栓ホース）

・その他経費（消耗品費、ごみ処理手数料ほか）

不用額 執行率
部

久美浜市民局

目
　
的

市長公室
項 01 総務管理費

9,530千円 9,545千円 15千円
予
算
科
目

款 02 総務費 本年度決算額 最終予算額

公有財産使用料

99.8 %

目 06 財産管理費 (参考)当初予算額
課

事 02 庁舎管理事業 9,947千円

細
事

06 久美浜庁舎管理事業

主
な
財
源

使用料 48千円

諸収入 久美浜庁舎光熱水費負担金 291千円

○庁舎の適正な維持管理に努め、安心、安全のまちづくりを推進する拠点
として円滑な運営を行った。
○庁舎（建物・機器）及び公用車の老朽化により、維持修繕費用の増加が
見込まれるため、計画的に改修や更新を行う必要がある。
○地域公民館及び図書室、社会福祉協議会並びにシルバー人材センターと
多くの団体等が庁舎を利用することとなり、より効率的な管理運営を図る
必要がある。

86千円

280千円

585千円

3,876千円

81千円

24千円

　久美浜庁舎の円滑な運営を行うため、庁舎及び公用車等を適切に
維持管理する。

基本計画 29 効率的・効果的な行財政運営 諸収入 市有自動車損害共済金 70千円

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　行政推進の拠点となる庁舎及び公用車の維持管理経費や各種保守点検、行政事務
執行上必要な消耗品費、燃料費、光熱水費等の経費を支出した。

8,272千円 673千円

2,762千円 510千円

643千円 77千円

311千円

73千円

82千円

140千円

成
果
・
課
題
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○久美浜図書室等移転工事

・委託料（工事監理委託料、看板作製委託料）

・工事請負費（建築主体・機械設備・電気設備工事）

※久美浜図書室：令和元年8月2日オープン

　　　　　　　　延床面積　約215㎡

※久美浜地域公民館も久美浜庁舎に移転（令和元年8月2日）

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

　久美浜図書室及び久美浜地域公民館の移転を行い、利用者の利便性と施
設の有効活用が図れた。

目
　
的

　久美浜庁舎の円滑な運営を行うとともに、久美浜図書室等の移転
を行い、施設の有効活用を図る。

29,758千円

1,346千円

28,200千円

基本計画 29 効率的・効果的な行財政運営

細
事

06 久美浜庁舎管理事業（繰越）

主
な
財
源

市債

予
算
科
目

政策企画課
事 02 庁舎管理事業 32,951千円

課
32,951千円

90.3 %項 01 総務管理費

29,758千円 (参考)当初予算額目 06 財産管理費

款 02 総務費

3,193千円

久美浜図書室等移転事業債（合併特例債）

不用額 執行率本年度決算額 最終予算額
部 市長公室

28,412千円
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○網野庁舎解体・撤去経費【所管：政策企画課】

　・調査委託料

　・工事請負費（網野庁舎本館及び旧商工観光部棟の除却など）

■令和2年度への繰越事業

・網野庁舎解体撤去等工事　　令和2年6月完了

○網野庁舎解体に伴う関連経費【所管：網野市民局】

　・手数料（廃家電処理、ごみ持込処理、廃消火器処理ほか）

　・公文書等運搬作業委託料（旧網野幼稚園、旧橘小へ運搬）

　・工事請負費（掲揚柱設置、チャイム更新）

　・その他（浄化槽・地下タンク清掃、産業廃棄物処理ほか）

1,058千円

1,573千円

95,250千円

5,745千円

323千円

2,791千円

125,118千円

逓次繰越費を除いた最終予算額 101,976千円

432千円 実質的な予算執行率 99.4 %

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

○網野庁舎解体撤去等工事に着手し、躯体の解体等を行った。
○網野庁舎の解体に伴い、ら・ぽーと側に掲揚柱の設置工事を行った。

目
　
的

　庁舎の再配置により、更なる市民の利便性及び行政運営の効率性
の向上を図る。

95,682千円
参考

91,300千円

基本計画 29 効率的・効果的な行財政運営

細
事

07 庁舎再配置事業

主
な
財
源

市債

予
算
科
目

(参考)当初予算額
政策企画課

事 02 庁舎管理事業 227,352千円
課

款 02 総務費 本年度決算額 最終予算額

項 01 総務管理費

101,427千円 227,094千円目 06 財産管理費

庁舎整備事業債（合併特例債）

不用額 執行率
部 市長公室

125,667千円

44.6 %
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○網野庁舎解体撤去等事業実施設計業務【所管：政策企画課】

　・実施設計業務委託料

　　（網野庁舎本館、旧商工観光部棟、車庫等附帯建築物の解体撤去）

○旧五箇小公文書保管施設整備経費【所管：総務課】

　・備品購入費

　　（遮光カーテン103枚、書架266台、台車20台、移動式踏み台34台）

　　※施設は令和元年7月から使用を開始

○旧峰山幼稚園跡地職員駐車場整備経費【所管：総務課】

　・測量設計業務委託料

　・看板作製委託料

　・工事請負費

　　※駐車場面積 3,114.5㎡、駐車台数 106台

　　　令和2年4月使用開始

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

○網野庁舎解体撤去等工事の実施設計を行った。
○旧五箇小学校を公文書保管施設として整備するため備品購入を行った。
○旧峰山幼稚園跡地を職員駐車場として整備するため工事を行った。

目
　
的

　庁舎の再配置により、更なる市民の利便性及び行政運営の効率性
の向上を図る。

4,547千円

14,290千円

63,600千円

基本計画 29 効率的・効果的な行財政運営

細
事

07 庁舎再配置事業（繰越）

主
な
財
源

市債

予
算
科
目

(参考)当初予算額
政策企画課

事 02 庁舎管理事業 99,721千円
課

款 02 総務費 本年度決算額 最終予算額

項 01 総務管理費

68,233千円 99,721千円目 06 財産管理費

庁舎整備事業債（合併特例債）

不用額 執行率
部 市長公室

31,488千円

68.4 %

49,396千円

2,555千円

88千円

46,753千円
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○国際交流員（CIR）任用経費 ○事務経費

【活動実績】市民向けの英語講座、各種翻訳など ・旅費、有料道路通行料及び駐車場使用料

・報酬、社会保険料、雇用保険料（1人）

・国際交流員研修旅費、自治体国際化協会負担金

○多文化共生推進プラン評価検討会議（1回開催）

・委員（10人）及びアドバイザー（1人）謝金

・費用弁償

○京丹後市国際交流協会活動費補助金

【京丹後市国際交流協会の活動概要】

会員数：個人会員123人、団体会員21団体（令和2年3月末時点）

・国際理解教室（3回、参加者：約420人）

・日本語教室（学習者：約50人）

・外国語講座　英語でしゃべらナイト、キッズ英会話教室等（参加者：77人）

・ホームステイの受入れ（留学生32人、受入れ先22家庭）　　　等

13千円

4,221千円

4,023千円

198千円

63千円

50千円

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

○国際交流員の配置により、イベントや来賓対応での通訳を通じ、国際理
解の促進を図った。また、広報資料や各種制度説明資料等の翻訳を行い、
外国人市民の方が暮らしやすい環境の整備を進めた。
○多文化共生推進プラン評価検討会議を開催し、次年度に向けた多文化共
生施策を検討した。
○京丹後市国際交流協会により本市の実情に沿った日本語教室、国際理解
教室等が積極的に行われ、市民の国際理解への関心、国際交流活動への参
加が広がっている。

目
　
的

　「京丹後市多文化共生推進プラン」に基づく施策を積極的に実施
し、本市における国際交流の推進及び多文化共生社会の実現を図
る。

20千円

3,760千円

1,700千円

基本計画 24 国際交流・多文化共生と広域連携の促進

細
事

01 国際交流･多文化共生推進事業

主
な
財
源

府補

予
算
科
目

(参考)当初予算額
政策企画課

事 03 国際交流･多文化共生推進事業 8,274千円
課

款 02 総務費 本年度決算額 最終予算額

項 01 総務管理費

8,064千円 8,201千円目 07 企画費

きょうと地域連携交付金（国際交流・多文化共生推進事業）

不用額 執行率
部 市長公室

137千円

98.3 %
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○使用料及び賃借料

　・自動車借上げ（7台）

○地域おこし協力隊報酬等（社会保険料含む） 　・有料道路通行料

　・駐車場使用料

○報償費（活動報告会コーディネーター謝金） 　・家屋借上げ（住居7件）

○旅費（費用弁償、普通旅費） ○備品購入費

　・備品購入費（パソコン2台、カメラ１台）

○需用費

　・消耗品費 ○負担金、補助及び交付金

　・印刷製本費 　・初任者研修費負担金

　・燃料費 　・起業支援補助金

　・修繕料

○役務費

　・自動車共済保険等

○委託料

　・高校生と地域の架け橋となるコーディネーター採用企画業務委託

21 市民参画・協働によるまちづくり

細
事

執行率
部 市長公室

97.9 %

(参考)当初予算額

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

○各隊員が研修活動を行い、地区での協力活動や地域行事にも積極的に参加す
るなど、地域活性化に寄与できた。
○令和2年3月より峰山高校に隊員を1人配置。高校生と地域をつなぐコーディ
ネーターとして活動している。
○平成30年度末に任期満了となった隊員が、起業支援補助金を活用し、市内に
Webデザイン及びグラフィックデザイン会社を創業し、定住につながった。

目
　
的

　地域外の人材を誘致し、定住・定着等の取組を進め、地域の活性
化等、本市における地域力の維持・強化を図る。

85千円市有自動車損害共済金
01 地域おこし協力隊活動事業

予
算
科
目

款

項

目 07 企画費 政策企画課
各市民局事 05 定住･交流促進事業 22,121千円

課

主
な
財
源

諸収入

基本計画

01 総務管理費

20,844千円 21,285千円

不用額02 総務費 本年度決算額 最終予算額

441千円

522千円

1,346千円

186千円

99千円

975千円

67千円

648千円

445千円

4,908千円

1,593千円

20千円

1千円

3,294千円

302千円

701千円

4千円

697千円

　地域の活性化を図るため、7人（各町域1人、峰山高校1人）の地域おこし
協力隊を配置した。

11,981千円

10千円
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○令和元年度京丹後市移住支援センターの設置 7,386千円 ○移住促進・空家改修支援事業補助金、移住奨励金 9,168千円

〔受託事業者〕一般社団法人丹後暮らし探求舎 ・地域受入体制整備促進事業（2件）

〔センター所在地〕京丹後市峰山町杉谷843 ・空家流動化促進事業（2件）

〔業務内容〕 ・移住促進住宅整備事業（空家改修6件）

・移住相談員（2人）による移住相談対応、現地案内 ・移住奨励金（5件）

・ホームページ、Webサイトによる情報発信

・都市圏でのセミナー（交流会）の企画・運営

・市内各地域や移住者との交流事業　ほか

　※令和元年度中の移住者：22世帯、43人（所管課把握数）

　　相談件数：約680件

○空家活用セミナーの開催 28千円

6月に峰山町、8月に久美浜町で開催。参加者計42人

○空家等活用意向調査の実施 39千円

10～11月実施、発送220人、回答率48％

○お試し移住体験住宅（2棟）の運営等 1,393千円

（利用件数等）42件、118人

〇過年度府支出金返還金 435千円

8,100千円

418千円

地方創生推進交付金（1/2）

不用額 執行率
部 市長公室

144千円

99.2 %項 01 総務管理費

18,449千円 18,593千円目 07 企画費

款 02 総務費 本年度決算額 最終予算額

(参考)当初予算額
政策企画課

事 05 定住･交流促進事業 23,640千円
課

3,693千円

府補 移住促進事業費補助金（1/2） 2,750千円

基本計画 14 安全でうるおいのある住環境の形成 繰入金 ふるさと応援基金繰入金 3,000千円

細
事

03 移住促進･空家改修支援事業

主
な
財
源

国補

予
算
科
目

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

○京丹後市移住支援センターを設置（移住相談員2人配置）し、きめ細やか
な相談対応を行った。
○空家の改修工事等に補助金を交付することにより、移住者の定住を進め
ることができた。

目
　
的

　移住・定住を推進し、また京丹後市移住支援センターを設置する
とともに、空家活用セミナーの開催や空家等活用意向調査の実施、
空家改修等に対し補助金を交付する。

諸収入 お試し移住体験住宅貸付料 348千円

諸収入 過年度移住促進･空き家改修支援事業補助金返還金 435千円

500千円

150千円
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○婚活サポート事業補助金 ○婚活イベント開催補助金

【婚活支援センター概要】（設置運営：市社会福祉協議会）

・京丹後市商工会青年部

・ホームページの運営、婚活情報提供希望者への情報発信 事業名：第6回恋っちゃTANGO

※メルマガ登録者数127人 参加者：89人

・婚活サポート企業の募集、認定、登録（令和元年度末　登録企業36社） ・神野地区自治会

・結婚を希望する独身者を対象とした恋愛塾講座、「恋話会」等の開催 事業名：かんの縁結び

※5回開催、36人参加 参加者：19人

・婚活ファシリテーター「世話やき隊」の研修、相談支援 ・久美浜二区公民館

※世話やき隊令和元年度末登録者数16人、研修会2回、意見交換会3回開催 事業名：久美浜二区出会い広場

参加者：21人

100千円

76千円

100千円

515千円 276千円

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

○婚活支援センターの婚活支援事業を支援することで、婚活情報の発信・
提供体制、市内関係団体の連携体制を整えることができた。
○婚活イベント開催団体に対しイベント開催経費を補助することで、結婚
を希望する独身者への出会いの場づくりを支援することができた。
○結婚を前向きに考えられるように独身者の声を広く汲み上げ、事業を検
討する必要がある。

目
　
的

　本市の独身者を対象にした婚活支援事業を実施することで、未婚
化・晩婚化の抑制を図る。

　結婚を希望する独身者やその家族に対し、世話やき隊による相談支援や婚活
に関する情報提供など、伴走支援を行う。

　結婚を望む独身男女に出会いの機会を提供する取組に対し、事業の実施に係
る経費を支援する。

基本計画 18 支え合い、助け合う地域福祉の推進

細
事

04 地域少子化対策･婚活支援事業

主
な
財
源

予
算
科
目

款 02 総務費 本年度決算額 最終予算額

政策企画課
827千円

課

項 01 総務管理費

791千円 827千円目 07 企画費

事 05 定住･交流促進事業

部 市長公室

(参考)当初予算額

95.6 %

36千円

不用額 執行率
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○京丹後市夢まち創り大学運営補助金 ○拠点施設（旧郷小学校校舎）の運営経費

・コーディネート業務等委託料（地域と大学との調整等） ・通信運搬費（電話代、Wi-Fi利用料）

　委託先：（一財）地域公共人材開発機構

・シェアハウス維持管理費（浄化槽、火災保険、修繕等） ○普通旅費（職員旅費）

　所在地：網野町郷、丹後町中浜、久美浜町湊宮 ・参画大学との事前打ち合わせ等

・シェアハウス運営費（家賃、光熱水費等）

・シーツ使用料、振込手数料、消耗品等

・費用弁償

※学生の来丹人数：延べ3,071人、シェアハウス利用人数：延べ372人

地域と大学の協働により、参加12大学で10地域24プログラムを実施

○市マイクロバスの運行経費

（京丹後市⇔京都市内：延べ1,392人利用）

・燃料費

・バス運転委託料

・有料道路通行料

71千円

41千円

43千円

2,426千円

479千円

1,273千円

674千円

109千円

2,148千円

257千円

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

○地域の課題解決や地域活性化に寄与する実践活動が行われた。
○参加学生数及びプロジェクト数が増加する中で、活動の質を高めていく
必要がある。

目
　
的

　大学が蓄積してきた高度な知識、技術及び情報並びに若い大学生
の活力を市内に導入することで、地域課題の解決及び地域の活性化
を図る。

10,057千円

7,500千円

5,881千円

繰入金 ふるさと応援基金繰入金 2,000千円

基本計画 24 国際交流・多文化共生と広域連携の促進

細
事

02 京丹後市夢まち創り大学運営事業

主
な
財
源

国補

予
算
科
目

(参考)当初予算額
政策企画課

事 07 大学連携推進事業 12,379千円
課

款 02 総務費 本年度決算額 最終予算額

項 01 総務管理費

12,595千円 12,689千円目 07 企画費

地方創生推進交付金（1/2）

不用額 執行率
部 市長公室

94千円

99.2 %
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○京丹後未来ラボ運営委託料 〔年間活動実績：回数は平成29年度からの通算〕

運営委託先 ： 特定非営利活動法人 グローカル人材開発センター

委託期間 ： 平成31年4月1日～令和2年3月31日

委託内容 ： 会議、ワークショップの企画及び運営

コーディネーター、ファシリテーターの派遣

外部人材との交流企画、SNS等での広報活動

○事務経費（旅費、有料道路通行料、駐車場使用料）

※第26回は新型コロナウイルス感染症の影響により中止

市長公室
項 01 総務管理費

6,525千円 6,531千円 6千円
予
算
科
目

款 02 総務費 本年度決算額 最終予算額

韓哲･まちづくり夢基金繰入金

99.9 %

目 07 企画費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

政策企画課
事 08 京丹後未来ﾗﾎﾞ運営事業 6,517千円

細
事

01 京丹後未来ﾗﾎﾞ運営事業

主
な
財
源

繰入金 6,499千円

基本計画 21 市民参画・協働によるまちづくり

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

6,500千円

開催回数 開催日 実施内容 開催場所 参加人数

第17回 5/25

目
　
的

　市の未来を担う若者世代の議論や行動を起こす場として「京丹後
未来ラボ」の運営を行う。

11人

第20回 8/24・25 学生等との未来創発ワークショップ 38人

新メンバーを巻き込むワークショップ 旧郷小学校 21人

第18回 6/9 講師を招いてのピッチイベント いっぷく亭 51人

25千円 第22回 10/18 アイデア創発ワークショップ 峰山地域公民館

第19回 7/27 アイデア創発ワークショップ いっぷく亭

浜詰区民センター

20人

第23回 11/30 アイデア創発ワークショップ 旧郷小学校 14人

第21回 9/21 アイデア創発ワークショップ 旧郷小学校 17人

成
果
・
課
題

○若者世代を中心に延べ198人の参加があった。
○令和元年度は、特に市外からの参加者が増加し、関係人口の創出に寄与
することができた。
○若者や女性がまちづくりに関心を持ち、アイデアを形にしたり、ビジネ
スモデルを実現につなげたりする仕組みをつくっていく必要がある。

第24回 12/7 市外経済人・学生との交流ワークショップ 京都経済センター 12人

第25回 1/18 アイデア創発ワークショップ 旧郷小学校 14人
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○ふるさと応援基金積立金（寄附分：6,079件） ＜充当：24事業、220,000千円＞

○ふるさと応援基金積立金（利子分） 主な充当事業

・峰山クリーンセンター管理運営事業

（参考）基金の状況 （単位：千円） ・小学校スクールバス運行管理事業

・中学校スクールバス運行管理事業

・保育業務委託料

・金融支援事業

・丹後王国「食のみやこ」支援事業

・外国語指導助手招致事業

・その他

285,572 220,000 146

18,000千円

20,000千円

20,000千円

70,000千円

30,000千円

① ② ③ ④ ①-②+(③+④)

令和元年度中増減額

繰入金 運用利子 積立金

平成30年度末
現　在　高

令和元年度末
現　在　高

款

項

285,443 351,161

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

目
　
的

　ふるさと応援寄附金を活用し、活力あるふるさとづくりを推進す
ることを目的としたふるさと応援基金への積立金

285,443千円

146千円

10,000千円

10,000千円

42,000千円

目 07 企画費

146千円ふるさと応援基金利子収入

寄附金 ふるさと応援寄附金 285,443千円

基本計画 29 効率的・効果的な行財政運営

細
事

01 ふるさと応援基金

主
な
財
源

財産収入

予
算
科
目

(参考)当初予算額
政策企画課

事 09

不用額 執行率
部 市長公室

1千円

99.9 %

02 総務費 本年度決算額 最終予算額

01 総務管理費

285,589千円 285,590千円

ふるさと応援基金 270,029千円
課

- 24 -



○返礼品贈呈（本市特産品等）に係る委託料 ≪参考≫ふるさと応援寄附金の推移（過去5年）

内容：5千円以上の寄附者（住所地が市外の個人）に、本市特産品等を贈呈 ・令和元年度 ：298,399千円（6,243件）

※返礼品対象寄附金額：266,591千円（6,225件） ・平成30年度：265,517千円（4,570件）

・平成29年度：272,031千円（3,536件）

○クレジット決済 ・平成28年度：317,118千円（4,598件）

内容：インターネットからの寄附申込は、クレジット決済が可能 ・平成27年度：942,975千円（5,332件）

・委託料（インターネットからの申込フォーム運営業務）

・公金支払システム使用料（クレジット決済システム）

・クレジット決済手数料（6,073件）

○事務経費

・消耗品費

・印刷製本費（専用封筒等）

・臨時職員賃金、共済費

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

○寄附件数が1.3倍以上に増加し、都市部を中心に特産品のPRが図れた。
〇寄附件数及び寄附金額の増加を図るため、ポータルサイトや返礼品の拡
充、連携体制の構築、プロモーションの実施などに一層取り組む必要があ
る。

目
　
的

　ふるさと応援寄附金を通じて京丹後市を一層応援してもらい、自
主財源の増加及び本市特産品等のPRを図る。

116,585千円

2,124千円

1,673千円

49千円

2,320千円

27千円

1,604千円

169千円

細
事

01 ふるさと応援寄附金推進事業

主
な
財
源

基本計画 29 効率的・効果的な行財政運営

目 07 企画費
予
算
科
目

事 10 ふるさと応援寄附金推進事業

款 02 総務費

項 01 総務管理費
市長公室

496千円

99.5 %

(参考)当初予算額
政策企画課

121,384千円
課

不用額 執行率
部

121,074千円

本年度決算額 最終予算額

20千円

120,578千円
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○韓哲・まちづくり夢基金積立金（寄附160件分）

○韓哲・まちづくり夢基金積立金（利子分）

（参考）基金の状況 （単位：千円）

＜充当：6事業、13,670千円＞

①「京丹後未来ラボ」運営事業

②韓哲･まちづくり夢基金事業補助金

③「新たな地域コミュニティ組織づくり」研修事業

④美食のまちづくり人材養成事業

⑤京丹後フルーツトレイル創造事業

⑥インバウンド観光修景地整備事業

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

平成30年度末
現　在　高

11,356千円

2,707千円

6,499千円

2,190千円

367千円

715千円

403千円

3,496千円

目
　
的

　韓昌祐氏からの寄附金を活用し、本市の教育、文化、芸術等まち
づくりにつながる人材育成、顕彰等を行うことを目的に設置した
「韓哲・まちづくり夢基金」への積立金

2,707千円

寄附金 ふるさと応援寄附金 11,356千円

基本計画 21 市民参画・協働によるまちづくり

細
事

01 韓哲･まちづくり夢基金

主
な
財
源

財産収入

予
算
科
目

市長公室
項 01 総務管理費

14,063千円 14,064千円 1千円

款 02 総務費 本年度決算額 最終予算額

99.9 %

目 07 企画費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

韓哲･まちづくり夢基金利子収入

541,543 13,670 2,707 11,356

① ①-②+(③+④)④③②

令和元年度末
現　在　高繰入金 運用利子 積立金

令和元年度中増減額

541,936

政策企画課
事 11 韓哲･まちづくり夢基金 3,774千円
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○韓哲・まちづくり夢基金運用委員会（委員7人、2回開催）

内容：基金運用益の活用方法等の審議、補助金の企画提案内容審査

・委員報酬（4千円/人）

・費用弁償等

○事務費

・旅費、有料道路通行料

○韓哲・まちづくり夢基金事業補助金（企画公募型補助金）

①丹後から能楽師プロジェクト

②手と手で拓く街づくり推進事業（コロナ拡大防止の為中止）

　※広告宣伝費、キャンセル料等に対する補助

③ロコスハートフェス～海と友に　海と共に　そして未来へ～

④令和元年度京丹後文化のまちづくり「人形劇おやこ劇場・子育て講演会」

⑤次世代につなげよう丹後ちりめんの魅力！事業

203千円

410千円

946千円

484千円

2,393千円

　市内団体から5企画の提案があり、韓哲・まちづくり夢基金運用委員会での
審査を経て、次の5事業を採択し補助金を交付した。

350千円

成
果
・
課
題

○韓哲・まちづくり夢基金運用委員会を開催し、基金の適正な活用方法に
ついて検討を行った。
○韓哲・まちづくり夢基金を活用し、市民が夢の実現に向けて取り組む活
動に対して補助金を交付することにより、その夢の実現を後押しした。

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

53千円

44千円

9千円

12千円

目
　
的

　韓哲・まちづくり夢基金を活用し、本市の教育、文化、芸術又は
スポーツの振興、新産業の興隆その他まちづくりにつながる人材育
成、顕彰等を行う。

2,190千円韓哲･まちづくり夢基金繰入金

政策企画課
事 12 韓哲･まちづくり夢基金事業 5,193千円

課

総務費 本年度決算額 不用額 執行率

細
事

01 韓哲･まちづくり夢基金事業

主
な
財
源

繰入金

基本計画 21 市民参画・協働によるまちづくり

予
算
科
目

部 市長公室
項 01 総務管理費

2,458千円 2,552千円 94千円

最終予算額

96.3 %

目 07 企画費 (参考)当初予算額

款 02
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○総合計画審議会

内容：進捗状況の検証、「次期基本計画」に関する提言のとりまとめ

・委員報酬

・費用弁償等

※委員24人、4回開催

○まち・ひと・しごと創生総合戦略推進委員会

内容：総合戦略の進捗状況及び地方創生推進交付金活用事業の検証

・委員謝金

・費用弁償

※委員23人、1回開催

○総合計画・総合戦略の進捗管理にかかる協議

・職員旅費

・有料道路通行料、駐車場使用料

総務費 本年度決算額
部 市長公室

最終予算額

163千円

77.8 %

(参考)当初予算額
政策企画課

597千円
課

成
果
・
課
題

36千円

19千円

17千円

57千円

項 01 総務管理費

573千円 736千円目 07 企画費

事 15 総合計画･総合戦略進捗管理事業

款 02 不用額 執行率

細
事

01 総合計画･総合戦略進捗管理事業

主
な
財
源

基本計画 29 効率的・効果的な行財政運営

予
算
科
目

目
　
的

　総合計画及びまち・ひと・しごと創生総合戦略の進捗について、
審議会及び推進委員会で検証し、各施策を効果的に推進する。

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

480千円

200千円

280千円

40千円

○総合計画及び総合戦略の進捗状況や外部委員からの意見を踏まえ、次年
度に向けた人口減少対策等の施策を検討した。
○引き続き、総合的に人口減少対策等の取組を進めていく必要がある。

17千円
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○まちづくり委員会開催経費

　　京丹後市まちづくり基本条例について、市長の諮問により、本市に

　ふさわしいものであり続けているかについて審議を行った。

・報酬

・費用弁償

※委員12人、アドバイザー1人、5回開催

○事務経費

・職員旅費

・使用料及び賃借料（有料道路通行料、駐車場使用料）

成
果
・
課
題

　市長の諮問により、京丹後市まちづくり基本条例の4年毎の見直しについ
て審議し、条例第13条の青少年の権利について、年齢を満20歳から満18
歳へと改正する答申を行った。

目
　
的

　市長の諮問等に基づき調査・審議し答申するとともに、必要に応
じて市長に意見を述べる。

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

30千円

31千円

細
事

01 まちづくり委員会運営事業

主
な
財
源

基本計画 21 市民参画・協働によるまちづくり

予
算
科
目

16 まちづくり委員会運営事業

項 01 総務管理費

423千円 437千円目 07 企画費

事

款 02 総務費 本年度決算額 最終予算額
部 市長公室

14千円

96.7 %

551千円
課

不用額 執行率

(参考)当初予算額
政策企画課

61千円

196千円

362千円

166千円
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　市制15周年記念事業として記念式典を開催し、自治功労者等の表彰や記念イ

ベントを実施した。

○市制15周年記念式典開催経費

・記念イベント出演者、手話通訳･要約筆記者謝金

・式典用物品等

・案内状郵送料

・式典会場設営料

・式典会場使用料

【式典の概要】

・開催日　令和元年11月3日

・場　所　京都府丹後文化会館

・自治功労者等表彰（31人・3団体）

・オープニングセレモニー　丹後七姫劇団

・記念イベント　ピアノ演奏、書道パフォーマンス（峰高書道部）

・市制15周年ロゴマーク、マンホール蓋のデザイン披露、手話歌披露

部 市長公室
項 01 総務管理費

840千円 1,008千円 168千円

最終予算額

83.3 %

目 07 企画費 (参考)当初予算額

款 02 総務費 本年度決算額 不用額 執行率

細
事

01 京丹後市制15周年記念事業

主
な
財
源

基本計画 21 市民参画・協働によるまちづくり

予
算
科
目

事 17 京丹後市制15周年記念事業 1,284千円
課 秘書広報広聴課

成
果
・
課
題

　市内外から多くの方の出席を得て市制15周年記念式典を挙行し、これま
での15年間の軌跡を振り返るとともに、更なる飛躍・発展に向けた展望を
市民と共有することができた。

目
　
的

　京丹後市が歩んできた１５年間を市民と共に振り返るとともに、
令和元年度を更なる飛躍・発展に向け将来を展望していく記念の年
とするため、市制15周年記念式典を実施する。

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

840千円

52千円

197千円

119千円

247千円

225千円
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○旅費（国府要望、各種調整会議等への出席） ○近未来技術シンポジウム開催支援補助金〔所管：商工振興課〕

○需用費（事務用品等）

＜近未来技術シンポジウム＞

○有料道路通行料、駐車場使用料（国府要望等への出席） 日　　程：令和元年10月26日（土）、27日（日）

場　　所：丹後王国「食のみやこ」

○負担金 参加者数：約300人

・平和首長会議メンバーシップ負担金

・全国半島振興市町村協議会負担金 ○過年度国庫支出金返還金

・京都府丹後半島振興期成会負担金

・京都府北部地域連携都市圏形成推進協議会負担金

・全国過疎地域自立促進連盟負担金

○旅費（近未来技術導入検討チーム視察旅費等）

・視察先：舞鶴市、福知山市、木津川市内展示会等

2,918千円

205千円

223千円

市長公室
項 01 総務管理費

19,530千円 19,705千円 175千円

地方創生推進交付金（1/2）

99.1 %

目 07 企画費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

政策企画課
事 50 企画一般経費 5,618千円

細
事

01 企画一般経費
1,826千円

府補

○「近未来技術シンポジウム」の開催を支援することにより、近未来技術
の導入による各種産業の生産性向上や課題解決など、地域における
Society5.0の実現に向けた機運を醸成した。
○若手職員で構成する「近未来技術導入検討チーム」において、市役所業
務の効率化や市民サービスの向上に向けた近未来技術の活用方策を検討し
た。
○京都府北部地域連携都市圏形成推進協議会による7市町連携の取組を推進
し、圏域全体の活性化や課題解決に向け事業を実施した。

　市役所業務への近未来技術導入を検討するため、若手職員による検討チーム
を組織し、先進自治体等への視察を行った。

10千円

きょうと地域連携交付金（農商ﾋﾞｼﾞﾈｽ商談会推進事業） 44千円

基本計画 29 効率的・効果的な行財政運営 諸収入 市有自動車損害共済金 30千円
主
な
財
源

国補

54千円

44千円

3,155千円

2千円

20千円

予
算
科
目

款 02 総務費 本年度決算額 最終予算額

75千円

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

2,000千円

　AIやIoTなど近未来技術の普及促進を目的とした「近未来技術シンポジウム」
（京丹後市近未来技術普及促進協議会主催）の開催にかかる経費に対し補助金
を交付した。

13,979千円

　平成30年度に受入れた地方創生推進交付金について、実績により返還を行っ
た。

目
　
的

　次代のまちづくりに関する検討を行うほか、各種協議会等へ加入
し広域行政等の推進を図る。

成
果
・
課
題

- 31 -



　市民サービスの向上や市民参画の推進、移住や観光による交流人口の増加を

図るためのホームページの管理・運営に係る経費を支出した。

○ホームページ管理・運営経費

【管理・運営】

・ホームページ運用保守管理年間経費

【事務経費】

・職員研修旅費

・消耗品費（USBハブほか）

部 市長公室
項 01 総務管理費

1,799千円 1,800千円 1千円

最終予算額

99.9 %

目 08 情報化推進費 (参考)当初予算額

款 02 総務費 本年度決算額 不用額 執行率

細
事

01 市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ運用管理事業

主
な
財
源

諸収入

基本計画 21 市民参画・協働によるまちづくり

予
算
科
目

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ有料広告収入

秘書広報広聴課
事 03 市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ運用管理事業 1,800千円

課

220千円

成
果
・
課
題

○安定したホームページの管理・運用を行うことができた。
○さらにホームページの発信力を高めるため、研修などを実施することに
より、職員のスキルアップを図る必要がある。
〇ホームページの利便性について、利用者に対してホームページ上でアン
ケートを実施し、その結果に応じて修正を検討する。

目
　
的

　市ホームページを活用し、市政情報やくらしの情報、災害情報、
移住・定住情報、観光・イベント情報、企業・事業者向け情報など
を提供し、市民サービスの向上や市民参画の推進、移住や観光によ
る交流人口の増加を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

1,799千円

1,766千円

13千円

20千円
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○地域振興交付金 ○職員旅費等

〔算出方法〕均等割200万円＋世帯割5,400円×世帯数 ・区長連絡協議会等視察随行旅費（広島県東広島市ほか）

・峰山町区長会

・大宮町区長協議会 ○使用料及び賃借料

・網野町区長連絡協議会 ・会場借上料

・丹後町区長連絡協議会 ・有料道路通行料

・弥栄町区長連絡協議会

・久美浜町区長連絡協議会

○区長連絡協議会運営事業交付金

・京丹後市区長連絡協議会

〔算出方法〕均等割300千円＋800千円×世帯割合

・峰山町区長会

・大宮町区長協議会

・網野町区長連絡協議会

・丹後町区長連絡協議会

・弥栄町区長連絡協議会

・久美浜町区長連絡協議会

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

　市からの照会や依頼に基づく文書配付などの取扱事務、地域環境の整
備、集会所の維持管理、地域コミュニティ活動等に対し交付金を交付する
ことにより、自治会活動の支援及び市と地域との協働を推進することがで
きた。

目
　
的

　自治会活動の活性化の支援及び市と地域との協働を推進し、住み
よい地域社会を実現する。

28,159千円

126,910千円 126千円

14千円

6千円

8千円

380千円

369千円

430千円

2,800千円

200千円

過疎地域自立促進特別事業債（過疎対策債） 104,700千円

基本計画 21 市民参画・協働によるまちづくり

細
事

01 自治組織活動支援事業

主
な
財
源

繰入金

予
算
科
目

項 01 総務管理費

129,850千円 129,901千円目 10 地域振興費

地域振興交付金 10,000千円

款 02 総務費 本年度決算額 最終予算額

事 01 自治組織支援事業

不用額 執行率
部 市長公室

51千円

99.9 %

(参考)当初予算額
政策企画課

129,901千円
課

482千円

451千円

488千円

22,987千円

29,713千円

13,556千円

11,360千円

21,135千円

市債
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○自治宝くじコミュニティ助成金（地域振興対策事業補助金）

（単位：千円）

不用額 執行率
部 市長公室

0千円

100.0 %

02 総務費 本年度決算額 最終予算額

項 01 総務管理費

5,000千円 5,000千円目 10 地域振興費

5,000千円自治宝くじｺﾐｭﾆﾃｨ助成金（一般ｺﾐｭﾆﾃｨ事業　10/10）

基本計画 21 市民参画・協働によるまちづくり

細
事

01 自治宝くじｺﾐｭﾆﾃｨ助成金

主
な
財
源

諸収入

予
算
科
目

(参考)当初予算額
政策企画課

事 02 地域活性化事業 0千円
課

款

目
　
的

　一般財団法人自治総合センターによるコミュニティ助成事業を活
用して、地域コミュニティ活動への支援を行い、地域コミュニティ
活動の充実と強化を図る。

総事業費 助成金額

網野町
浅茂川区

コミュニティ備品整備
（印刷機、テント、テーブル、イス、
掃除機ほか）

2,723 2,500

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

　自治組織が行うコミュニティ備品の整備に対して支援を行うことで、地
域コミュニティ活動の充実及び強化に資することができた。

5,000千円

　地区等が行う地域振興対策事業に対し、一般財団法人自治総合センターが実
施する一般コミュニティ助成事業助成金を交付した。

丹後町
遠下区

コミュニティ備品整備
（食器棚、エアコン、パソコン、テレ
ビ、AED、発電機ほか）

2,524 2,500

合　　計 5,247 5,000

事業実施団体 事業内容
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○地域集会施設整備費補助金 ○集会施設等簡易修繕、村おこし・地域づくり事業補助金

【補助率：2/3以内（新築）、1/2以内（修繕）】 （単位：千円） 【補助率：1/3以内（地域まちづくり計画掲載事業1/2以内）】（単位：千円）

○袖志区コミュニティ倉庫整備事業補助金【補助率：10/10】

○尾和区集会施設整備事業補助金　　【補助率：10/10】

○市民力活性化支援事業補助金 【補助率：2/3以内】

■令和2年度への繰越事業

・尾和区集会施設整備事業補助金　　令和2年4月完了

○コミュニティビジネス応援補助金 【補助率：2/3以内】

市長公室
項 01 総務管理費

141,219千円 145,588千円 4,369千円
予
算
科
目

款 02 総務費 本年度決算額 最終予算額

きょうと地域連携交付金（ｺﾐｭﾆﾃｨ支援事業）

96.9 %

目 10 地域振興費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

政策企画課
各市民局事 02 地域活性化事業 154,375千円

細
事

02 ｺﾐｭﾆﾃｨ支援事業

主
な
財
源

府補 33,000千円

繰入金 地域振興基金繰入金 30,000千円

基本計画 21 市民参画・協働によるまちづくり 繰入金 再編交付金事業基金繰入金 38,451千円

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

78,357千円 16,770千円

区分 町名 地区等 事業内容 総事業費 補助金額

目
　
的

　持続可能な地域づくりのため、各種事業を実施する地区、市民活
動団体などに対し、ハード・ソフトの両面で支援し、自治と協働に
よるまちづくりを進める。

諸収入 自治宝くじｺﾐｭﾆﾃｨ助成金（ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ助成事業） 15,000千円

集会施設等簡易修繕 村おこし・地域づくり その他事業 合計

138 16,770

件数 金額

新築 峰山町 12区 集会施設新築事業 24,732 12,657 119 14,592

件数 金額 件数 金額 件数 金額新築 大宮町 河辺区 集会施設新築事業 111,161 64,800

343

活動の種類 件数 補助金額(千円)

伝統文化継承 3 580

合　計 137,695 78,357

671千円

修繕 久美浜町 野中区 集会施設屋根修繕事業 1,802 900

15 1,835 4

活動の種類 件数 補助金額(千円)

移住・定住促進、地域産業の活性化及び農村都市交流 1 616

合　　計

自然環境保全 1 91

合　　計 4 671 4,015千円

1 616

29,007千円

　丹後町袖志区が実施するコミュニティ倉庫整備事業を支援

15,798千円

　丹後町尾和区が実施する集会施設整備事業を支援

参考
繰越明許費を除いた最終予算額 141,573千円

実質的な予算執行率

成
果
・
課
題

○自治組織、市民活動団体などが実施する地域の活力の向上や課題解決な
どの取組を支援することで、団体と行政との役割分担や連携による持続可
能な地域づくりの一助とすることができた。
○地区集会施設の修繕等については、施設の老朽化により、申請相談件数
が増加傾向にあることから、緊急度合い等に配慮して助成する必要があ
る。

616千円

99.7 %
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○地域づくり支援員経費（6人） ○地域づくり研修会経費

任用期間：平成31年4月1日～令和2年3月31日 新たな地域コミュニティを設立し、先進的に活動している事例を学んだ。

勤務条件：週5日勤務 ・報償費（講師謝金）、会場借上料

・賃金

・共済費（社会保険料）

・旅費

○小規模多機能自治推進補助金

小規模多機能自治に向けた調査研究、組織設立等に取り組む地域を支援した。

・5団体に補助

○小規模多機能自治推進ネットワーク会議参加経費

大宮町地域会議設立準備会 ・旅費、有料道路通行料 ※岡山県瀬戸内市

網野町区長連絡協議会

豊栄まちづくり委員会

宇川連合区長会

いやさか地域づくり準備会

271

11/13 久美浜町区長連絡協議会ほか

11/11
大宮町区長協議会、いやさか
地域づくり準備会ほか

1 48

繰入金 韓哲･まちづくり夢基金繰入金 367千円

200千円

きょうと地域連携交付金（地域づくり支援事業）

地方創生ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ事業助成金

2 93

13,052千円

11,574千円

1,476千円

主
な
財
源

府補

市職員（管理職員ほか）

対象者

6/28、8/5～8/6

300千円

基本計画 21 市民参画・協働によるまちづくり 諸収入

予
算
科
目

款

567千円

研修会実施日 回数 参加者数(人)

細
事

03 地域づくり支援事業

事 02 地域活性化事業

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

○地域や団体との協議、地域間の連携、市の各部局との連絡調整等、地域
課題の解決や地域づくりに向け支援することができた。
○新たな地域コミュニティづくりに係る知識、事例研究、組織づくりの進
め方などのノウハウについて研修することができた。
○担い手不足等の地域課題の解決に向け、各地区に応じた支援を行い、持
続可能な地域づくりを進めていく必要がある。

目
　
的

　持続可能な地域づくりを進め、地域社会の形成及び振興を図る。

目 10 地域振興費

02 総務費 本年度決算額

項 01

執行率
部

14,831千円

最終予算額
市長公室

81千円

99.4 %

政策企画課
各市民局

課

不用額

(参考)当初予算額

17,633千円

総務管理費

14,750千円

300

300

合　計 1,117

※10/10補助、上限300千円

（単位：千円）

団　体　名 補助金額

117

300

100

2千円

1,117千円

14千円

1 42

10/23 1 49久美浜町区長連絡協議会ほか

網野町区長連絡協議会10/21 1 39

合　計 4
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○地域活性化イベント補助金（8イベント）

・丹後夜の市2019 ・やさか納涼祭

主催：丹後夜の市実行委員会 主催：TANGOやさか納涼祭実行委員会

総事業費：4,078千円、開催日：8月3日（日）、来場者：約3,000人 総事業費：4,671千円、開催日：7月20日（土）、来場者：約7,000人

・おおみや生き活きフェスタ ・弥栄･丹後秋の祭典

主催：おおみや生き活きフェスタ実行委員会 主催：弥栄･丹後秋の祭典実行委員会

総事業費：989千円、開催日：11月4日（月）、来場者：約4,500人 総事業費：1,282千円、開催日：11月10日（日）、来場者：約3,000人

・丹後ジオEXPO ・久美浜まるかじりまつり

主催：丹後町地域活性化イベント実行委員会 主催：久美浜まるかじりまつり実行委員会

総事業費：594千円、開催日：4月から6月の週末等、来場者：約1,000人 総事業費：1,046千円、開催日：10月20日（日）、来場者：約6,000人

・宇川観光祭

主催：宇川観光振興会

総事業費：1,515千円

＊中浜港祭/開催日：7月26日（金）、来場者：約300人

＊宇川アユ祭/開催日：8月15日（木）　※台風10号の影響により中止

＊穴文殊祭典/開催日：8月24日（土）、来場者：約2,000人

・間人みなと祭

主催：間人みなと祭実行委員会

総事業費：3,405千円、開催日：7月28日（土）、来場者：約10,000人

部 市長公室
項 01 総務管理費

9,083千円 9,083千円 0千円

最終予算額

100.0 %

目 10 地域振興費 (参考)当初予算額

款 02 総務費 本年度決算額 不用額 執行率

細
事

04 地域活性化ｲﾍﾞﾝﾄ補助金

主
な
財
源

府補

基本計画 21 市民参画・協働によるまちづくり

予
算
科
目

きょうと地域連携交付金（地域活性化ｲﾍﾞﾝﾄ推進事業）

各市民局
事 02 地域活性化事業 11,160千円

課

4,200千円

2,393千円

958千円

863千円

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

　市内外から多くの方が来場し、地域活性化の促進に寄与した。

9,083千円

目
　
的

　地域イベントを支援し、地域の活性化を促進する。

2,539千円

632千円

558千円

420千円

720千円
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○報償費

　・報償金（競技役員協力金・土地使用謝金等）

　・報償物品（参加賞品等）

○需用費

　・消耗品費（汁容器1,000個ほか）

※過去の大会の実績

地域振興費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

基本計画 04 滞在型観光・スポーツ観光の促進

目
　
的

市長公室
項 01 総務管理費

422千円 504千円 82千円
予
算
科
目

款 02 総務費 本年度決算額 最終予算額

丹後半島駅伝大会協力金

83.7 %

目 10

　本大会の開催により、京都府内市町村職員の健康増進、元気回復
と相互の連携を培うとともに、府民スポーツの発展と地域振興に寄
与する。

事 03 丹後半島駅伝大会開催事業 504千円

細
事

01 丹後半島駅伝大会開催事業

主
な
財
源

諸収入

丹後市民局

191千円

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

391千円

106千円

285千円

31千円

31千円

（単位:チーム、人）

H30 R元

参加チーム 56

H24 H25 H26 H27 H28 H29

成
果
・
課
題

○本大会は、一般財団法人京都府市町村職員厚生会に加入する京都府内市
町村等職員による駅伝大会であり、令和元年度は42チームが参加し、選
手・役員等355人が京丹後市内に宿泊した。
○令和元年度は他の市町村の行事等が重なり参加数が減となっている。

42

宿 泊 者 数 533 621 555 570 532 548 511 355

63 58 59 56 60 61
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○指定管理委託料（10施設） ○指定管理施設火災保険料（10施設）

（単位：千円）

○指定管理施設修繕料

・久美浜福祉センターエアコン室外機カバー修繕

・久美浜林業センター漏水修繕

市長公室
項 01 総務管理費

13,231千円 13,530千円 299千円
予
算
科
目

款 02 総務費 本年度決算額 最終予算額

97.7 %

目 10 地域振興費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

政策企画課

基本計画 21 市民参画・協働によるまちづくり

事 07 集会施設等指定管理運営事業 13,530千円

細
事

01 指定管理施設運営事業

主
な
財
源

久美浜婦人センター 1,750

久美浜林業センター 1,210

久美浜機業センター 1,580

56千円

245千円

目
　
的

　地域の活動の拠点となる市有集会施設について、地区等を指定管
理者に指定して管理運営を行い、地域コミュニティ活動の充実及び
強化を図る。

野間基幹集落センター 200

久美浜福祉センター 1,540

久美浜果樹センター 1,300

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

12,930千円

指定管理施設名 金額

五十河地区基幹集落センター 620

成
果
・
課
題

○地区等の指定管理者による適切な管理運営により、良好な利用環境を提
供した。
○効率的・効果的な施設運営に向け、施設の利用状況に応じた管理運営を
行う必要がある。

1,650

合　計 12,930

久美浜健康センター 1,310

久美浜ぎょそんセンター

久美浜農業センター 1,770
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○久美浜公会堂・浜公園維持管理経費 ※久美浜公会堂利用状況

・消耗品費（トイレ用品、除草剤ほか）

・燃料費（公会堂灯油代）

・光熱水費（公会堂電気・上下水道）

・修繕料（誘導灯、照明、浜公園トイレ漏水等）

・手数料（消火器廃棄手数料）

・火災保険料（公会堂・浜公園トイレ）

・施設清掃委託料（公会堂・浜公園・浜公園トイレ）

・消防設備等保守点検委託料

・防火対象物定期点検報告業務委託料

・備品購入費（消火器）

873千円

市長公室
項 01 総務管理費

873千円 878千円 5千円

款 02 総務費 本年度決算額 最終予算額

久美浜公会堂使用料

99.4 %

目 10 地域振興費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

久美浜市民局
事 09 久美浜公会堂等管理事業 584千円

細
事

01 久美浜公会堂等管理事業

主
な
財
源

使用料 101千円

基本計画 21 市民参画・協働によるまちづくり

目
　
的

　市民及び地域福祉の増進と文化の向上を図るため、久美浜公会堂
及び浜公園（屋外トイレを含む）の管理を行う。

予
算
科
目

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

16千円 年　度 回数 人数 備　　　　考

9千円 平成24年度 86 8,340 各種イベント、国・市選挙投票所

152千円 平成25年度 82 10,076 各種イベント、国選挙投票所

平成28年度 134 8,269 各種イベント、市選挙投票所

平成29年度 145 8,246

288千円 平成26年度 53 8,267 各種イベント、国・府選挙投票所

平成27年度 62 9,440 各種イベント、府選挙投票所、総体2千円

17千円

329千円

15千円

成
果
・
課
題

○地域福祉の増進と地域文化の向上を推進する拠点施設として円滑な運営
を行った。
○市イベントのみならず、地域行事や結婚式などの利用も増加している。
今後も市内外の利用者が増加するよう、更なる利用促進を図る必要があ
る。
○施設管理を適正に行うために、利用者の安全に配慮しながら、計画的な
修繕を図る必要がある。

平成30年度 152 8,132 各種イベント、府選挙投票所

令和元年度 147 7,198 各種イベント、国・府選挙投票所

33千円

12千円

各種イベント
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○職員旅費

○需用費

・消耗品費（事務用品等）

○公有建物災害共済保険料

対象：旧下宇川保育所

○有料道路通行料

○負担金、補助及び交付金

・小規模多機能自治推進ネットワーク会議参加負担金

・全国水源の里連絡協議会負担金

37千円

30千円

2千円

23千円

3千円

20千円

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

　持続可能な地域づくりの推進に向け、協議会負担金等を支出した。

目
　
的

　市民参画と協働のまちづくりを推進するための一般経費

7千円

基本計画 21 市民参画・協働によるまちづくり

細
事

01 地域振興一般経費

主
な
財
源

予
算
科
目

(参考)当初予算額
政策企画課

事 50 地域振興一般経費 121千円
課

款 02 総務費 本年度決算額 最終予算額

項 01 総務管理費

99千円 121千円目 10 地域振興費

不用額 執行率
部 市長公室

22千円

81.8 %
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○市町村運行確保生活路線維持費補助金（国庫補助対象外路線）

自主運行路線「弥栄網野砂丘線」の維持に対する補助

○地方バス路線運行維持対策補助金（国庫補助対象路線）

丹後海陸交通㈱の各バス路線の維持に対する補助

久美浜駅 12

経ヶ岬 8

合計 99

115,774千円

115,774

主な経由地 終点 便数 補助金額

網野駅 久美浜温泉湯元館 11 14,041

5,783

丹後峰山線 峰山駅東口 溝谷・間人 18,568

久美浜線 峰山駅 野中・友重

8,479

延利線 峰山 大宮庁舎前 11,624

病院線 峰山 河辺・上常吉 与謝の海病院 11

小町公園 9

30,398

間人循環線 峰山 溝谷・間人 15,132

海岸線 峰山駅 網野・間人 経ヶ岬 16

峰山駅 11

起点 主な経由地

9,374

間人線 峰山 溝谷 14,347

峰山線 野田川丹海前 京丹後大宮駅

終点 便数

宇川温泉よし野の里 8

峰山駅 12

間人 12

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

○路線バスの運行を維持・確保するとともに、地域住民や観光客の足とし
て利便性向上につなげた。
○バス業界の運転手不足が深刻化する中、持続可能な公共交通網の確保
等、引き続き検討していく必要がある。

目
　
的

　国及び府と協調して生活交通路線バスの運行を支援し、生活交通
としての地域のバス路線を維持・確保する。

14,041千円

補助金額

経ヶ岬線 上宮津 与謝の海病院 2,069

系統名

系統名

弥栄網野砂丘線

起点

弥栄分校前

繰入金 地域振興基金繰入金 90,000千円

基本計画 15 ひとが行き交う公共交通の充実

細
事

01 地方ﾊﾞｽ路線運行維持対策事業

主
な
財
源

府補

予
算
科
目

(参考)当初予算額
政策企画課

事 01 ﾊﾞｽ運行対策事業 133,244千円
課

款

項 01 総務管理費

129,815千円 129,870千円目 12 交通確保対策費

6,977千円市町村運行確保生活路線維持費補助金（1/2）

執行率
部 市長公室

55千円

99.9 %

02 総務費 本年度決算額 最終予算額 不用額
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○運行委託料 【参考】路線別の乗車人数の推移 （単位：人）

　路線別の委託金額 （単位：人、便/日(通常期平日)、千円）

委託金額

○その他運行委託料

○運行管理経費（燃料費、光熱水費、修繕料、保険料）

3,052 190 230 6,678

3,058 374 421 6,651

3,358 255 290 7,313

合計期間

H26年10月～H27年9月

H27年10月～H28年9月

H28年10月～H29年9月

弥栄延利線 佐濃北線 豊栄竹野線 宇川線

2,701 577 390 7,077

2,461 394 498 6,173

3,409

2,820

合　　　　計

乗車人数 便数終点主な経由地

延利・須川

久美浜病院

間人診療所

宇川温泉よし野の里

系統名

宇川線 鞍内

起点

弥栄延利線 溝谷

佐濃北線 佐野丙

豊栄竹野線 三宅橋

230

デマンド

9,832千円

4,342

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

○民間の公共交通機関の維持確保が困難な地域における、住民の移動手段
を確保するとともに、利便性の維持を図った。
○5月の大型連休中、市民病院の診療に合わせ市営バスの運行を行い、通院
者の足の確保を図った。
○運行の持続性を確保するための利用促進策や、住民の移動手段確保につ
いて、引き続き検討する必要がある。

目
　
的

　丹海バス路線と競合しない地域において、生活の足として必要な
市営の路線バスを運行し、地域の生活交通を維持・確保する。

間人

上山

190

溝谷

久美浜駅

377千円

6,678 9,832

デマンド

2,798

3,410

3,206

3,206

3,052

4

7

H29年10月～Ｈ30年9月

H30年10月～Ｒ1年9月

3,440

2,050

02 市営ﾊﾞｽ運行事業

主
な
財
源

使用料

予
算
科
目

(参考)当初予算額
政策企画課

事 01

不用額款

項

執行率
部 市長公室

65千円

99.5 %

目

ﾊﾞｽ運行対策事業

2,839千円市営ﾊﾞｽ乗車料

府補 市町村運行確保生活路線維持費補助金（1/2） 2,285千円

基本計画 15 ひとが行き交う公共交通の充実

13,743千円
課

12 交通確保対策費

02 総務費 本年度決算額 最終予算額

01 総務管理費

14,064千円 14,129千円

細
事

3,855千円

　10連休となった5月の大型連休中、市民病院が外来診療を2日行ったことに
伴い、この2日間について市営バス混乗路線（湊線、田村線、二区環状線、川
上線、佐濃南線）の運行を委託
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【丹後2市2町で連携して支援】（利用促進）

○高齢者片道200円レール事業委託料

平成31年4月1日～令和2年3月31日（盆休み及び年末年始除く）

（65歳以上の2市2町在住者は、片道200円で普通・快速列車の利用が可能）

乗車実績：18,660人（参考：2市2町合計：43,924人） ■令和2年度への繰越事業

○高齢者片道200円レール広報チラシ印刷費 鉄道軌道安全輸送設備等整備事業費補助金

※令和3年3月完了予定

【京都府・兵庫県及び沿線市町が連携して支援】（運行維持整備）

○鉄道軌道安全輸送設備等整備事業費補助金

鉄道事業の保安度の向上のため、信号保安設備等の整備に要する経費を補助

・京都府域宮津線（宮舞線・宮豊線）沿線市町分　69,423千円×41.36％

※市町・府県・国補助金の合計額　　352,048千円

○北近畿タンゴ鉄道支援費基盤管理補助金

宮福線・宮津線に係る基盤部分（線路・電路・車両）の維持管理等経費を補助

・京都府域市町分　363,219千円×28.904％

※市町・府県・国補助金の合計額　765,302千円

○京都丹後鉄道利用促進協議会負担金 150千円

参考
繰越明許費を除いた最終予算額 143,087千円

実質的な予算執行率 99.8 %

107,345千円

104,985千円

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

○京都丹後鉄道の施設所有会社である北近畿タンゴ鉄道㈱に補助金を交付
し、同鉄道の運行を支援することができた。
○高齢者片道200円レールを実施することにより、高齢者の外出を促進す
るとともに、鉄道の利用促進を図ることができた。
○開業以来約90年が経過し、施設等が老朽化するなど、同鉄道を取り巻く
環境は厳しく、継続した支援が必要である。

目
　
的

　京都府、兵庫県及び沿線市町が一体となり、京都丹後鉄道の安
全・快適な運行の確保に対して支援するとともに、高齢者片道200
円レール等により利用促進を図る。

市債 過疎地域自立促進特別事業債（過疎対策債） 60,200千円

8,960千円

134千円

28,713千円

4,000千円

繰入金 地域振興基金繰入金 40,000千円

基本計画 15 ひとが行き交う公共交通の充実 市債 京都丹後鉄道利用促進対策事業債（合併特例債） 27,300千円

細
事

01 京都丹後鉄道利用促進対策事業

主
な
財
源

府補

予
算
科
目

政策企画課
事 02 京都丹後鉄道利用促進対策事業 220,545千円

課
250,432千円

57.0 %項 01 総務管理費

142,942千円 (参考)当初予算額目 12 交通確保対策費

款 02 総務費

107,490千円

きょうと地域連携交付金（高齢者片道200円ﾚｰﾙ事業）

不用額 執行率本年度決算額 最終予算額
部 市長公室
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○北近畿タンゴ鉄道災害復旧事業費補助金

平成30年7月豪雨及び台風24号で被災した鉄道施設の復旧対応経費を補助

・京都府域宮津線沿線市町分　99,620千円×41.36％

　※市町・府県・国補助金の合計額　306,752千円

○鉄道軌道安全輸送設備等整備事業費補助金

鉄道事業の保安度の向上のため、信号保安設備等の整備に要する経費を補助

・京都府域宮津線沿線市町分　173,900千円×41.36％

　※市町・府県・国補助金の合計額　647,530千円

○北近畿タンゴ鉄道車両整備費補助金

老朽化している普通車両について新型車両に更新する経費を補助（1車両分）

・京都府域宮津線沿線市町分　37,293千円×41.36％

　※市町・府県・国補助金の合計額　179,643千円

15,424千円

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

○災害復旧工事のため、京都丹後鉄道の施設所有会社である北近畿タンゴ
鉄道㈱に補助金を交付し、同鉄道の運行維持を図った。
○老朽化した普通車両を新型車両に更新することで、機能性も高まり、安
全性の向上が図られた。
○開業以来約90年が経過し、施設等が老朽化し、災害も頻発する中、同鉄
道を取り巻く環境は厳しく、継続した支援が必要である。

目
　
的

　京都府、兵庫県及び沿線市町が一体となり、京都丹後鉄道の安
全・快適な運行の確保に対して支援する。

41,203千円

71,925千円

82,900千円

市債 その他公共施設災害復旧事業費 41,200千円

京都丹後鉄道利用促進対策事業債（合併特例債）細
事

01 京都丹後鉄道利用促進対策事業（繰越）

主
な
財
源

市債

基本計画 15 ひとが行き交う公共交通の充実

予
算
科
目

款 02 総務費 本年度決算額

項 01 総務管理費

128,552千円 154,555千円目 12 交通確保対策費

事 02 京都丹後鉄道利用促進対策事業

不用額最終予算額 執行率
部 市長公室

26,003千円

83.1 %

(参考)当初予算額
政策企画課

154,555千円
課
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○市内7駅維持管理経費 （参考）市内各駅乗車人数の推移 （単位：人）

・燃料費、光熱水費

・修繕料（施設・設備の修繕）

・通信運搬費（電話代等）

・委託料（清掃、ごみ収集運搬、機械警備、券売、設備管理）

・土地借上料（駐輪場、駐車場等）

・臨時職員賃金（1人、週2日勤務）

・空調機取替工事（網野駅、久美浜駅）

・その他（消耗品費、ごみ持込手数料、火災保険料等）

73,425

45,337

H28

34,277 30,145 28,245

360,734 363,366 340,692 330,895

24,410 24,379

26,379 25,178 26,104 22,306

24,369 23,110

32,068

5,462千円

1,512千円

314千円

1,220千円

700千円

2,059千円

597千円

68,678

43,367 45,302 38,287 39,261

H29 H30 R元

103,700 104,974 97,064 102,689

51,712 53,456 51,257

79,139 77,069

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

○駅舎の適正な維持管理及び有人駅での定期券や企画切符、JR線連絡切符
等の窓口販売を行い、鉄道利用者の利便性の確保等を推進した。
○観光案内や情報発信機能の強化、駅の利便性・快適性の向上とともに、
駅周辺を含めたにぎわいづくりを推進する必要がある。

目
　
的

　市内7駅の維持管理を行うとともに、有人駅（6駅）において各種
切符等を販売することにより、鉄道利用者の利便性向上及び鉄道利
用促進を図る。

諸収入 乗車券類販売手数料 5,067千円

諸収入 ｺｲﾝﾛｯｶｰ使用料、公衆電話料 58千円

諸収入 市有建物損害賠償金

合　計

網野

夕日ヶ浦木津温泉

小天橋

かぶと山

久美浜

57,126千円

京丹後大宮

駅　名

峰山

45,262千円

繰入金 地域振興基金繰入金 30,000千円

基本計画 15 ひとが行き交う公共交通の充実 諸収入 駅舎維持管理費負担金 954千円

細
事

02 駅舎等施設管理事業

主
な
財
源

使用料

予
算
科
目

(参考)当初予算額
政策企画課

事 02 京都丹後鉄道利用促進対策事業 48,872千円
課

款

348千円

項 01 総務管理費

57,126千円 57,424千円目 12 交通確保対策費

2,096千円公有財産使用料、京丹後大宮駅ふれあいﾎｰﾙ使用料ほか

不用額 執行率
部 市長公室

298千円

99.4 %

02 総務費 本年度決算額 最終予算額
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○EV乗合タクシー運行支援補助金

・網野町域　：680千円×12か月＝8,160千円

・久美浜町域：680千円×12か月＝8,160千円

　　運行事業者：丹後海陸交通株式会社

　　運行エリア：網野町及び久美浜町を発地とし、京丹後市全域及び

　　　　　　　　豊岡市市街地を着地とするエリア

　　運行時間帯：午前8時30分から午後5時30分まで

　　運　　　賃：町内500円/人　町域を超える場合は、町毎に250円/人加算

　　　　　　　　（小学生及び障害者は、町内部分が半額）

　　料　　　金：代行サービス、小荷物輸送とも、400円/15分毎

（参考）乗車人員等の実績（期間：H31年4月～Ｒ2年3月）

網野町 3,564人

小荷物輸送

1回

0回

1回

代行

0回

3回

3回

運賃等収入

1,618千円

1,650千円

3,268千円

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

　網野町及び久美浜町において、EV乗合タクシーの運行により、環境にや
さしい車両による市民、来訪者等の移動手段の確保につながった。

目
　
的

　地域住民及び来訪者のスムーズな移動を確保するため、網野町及
び久美浜町において、民間事業者によるEV車両を活用した乗合タク
シーの運行を支援する。

乗車人員

久美浜町 3,340人

合　計 6,904人

基本計画 15 ひとが行き交う公共交通の充実

細
事

01 EV乗合ﾀｸｼｰ運行支援事業

主
な
財
源

予
算
科
目

(参考)当初予算額
政策企画課

事 03 EV乗合ﾀｸｼｰ運行支援事業 16,320千円
課

項 01 総務管理費

16,320千円 16,320千円目 12 交通確保対策費

款 執行率
部 市長公室

0千円

100.0 %

02 総務費 本年度決算額 最終予算額

16,320千円

不用額
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○公共交通ガイドブック印刷製本費（年2回発行、各27,000部） ○山陰新幹線京都府北部ルート誘致・鉄道高速化整備促進同盟会負担金

・山陰新幹線の実現や既存の鉄道高速化に向けた要望活動等を実施

○高齢者等の運転免許証自主返納者に対する鉄道・バスの利用促進

○山陰縦貫・超高速鉄道整備推進市町村会議負担金

・52自治体が加盟する同会議への負担金

（対前年度比＋44人）

○事務費

・旅費、消耗品費、印刷製本費、有料道路通行料、駐車場使用料

○バスラッピング撤去経費

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

○公共交通ガイドブックを全戸配付することにより、公共交通の利用促進
を図った。
○高齢者等の運転免許証自主返納者に対して公共交通の利用券を交付する
ことで、公共交通の利用促進を図ることができた。
○山陰縦貫・超高速鉄道整備推進市町村会議等については、引き続き関係
自治体等と連携し、日本海側の高速鉄道の整備実現に向けた取組を進めて
いく必要がある。

総務費 本年度決算額

基本計画 15 ひとが行き交う公共交通の充実

きょうと地域連携交付金（高齢者交通確保対策事業）

不用額 執行率
部 市長公室

95.7 %

(参考)当初予算額
政策企画課

4,723千円
課

最終予算額

目 12 交通確保対策費

事 50 交通確保対策一般経費

細
事

01 交通確保対策一般経費

主
な
財
源

府補

予
算
科
目

項 01 総務管理費

6,013千円 6,280千円 267千円

款 02

1,500千円

目
　
的

　公共交通全般の利用促進及び公共交通確保対策業務に関する事務
経費等

1,798千円 25千円

154千円

合計 180人

449千円

50千円

1人

146人

32人

区分

　京都丹後鉄道定期券

　丹海バス定期券

　丹海バス回数券

　市営バス回数券

返納者数

1人

3,537千円

　運転免許証を自主返納した65歳以上の方及び障害のある方に対し、京都丹後
鉄道、丹海バス又は市営バスの利用券（6か月分の定期券・回数券等）を交付
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○誘客イベント等情報発信及び広告掲載等経費 ○「ミニボートピア京丹後4周年記念競走」副賞経費【政策企画課】

・FM京都（α-STATION）広告（イベント告知：4回）　 　※コロナウイルス感染症の影響により物産展は中止（令和2年2月29日）

・JAF観光登録システム使用料

○観光宣伝活動等事務経費

・旅費、有料道路通行料等

・キャンペーン景品、観光宣伝物品等

○観光大使宣伝事業

・PR動画制作謝金、名刺、職員旅費

○大河ドラマ「麒麟がくる」誘客促進経費

・ファムツアー経費、職員旅費

○広域観光団体負担金

・（一社）豊岡観光イノベーション（豊岡DMO）

・（公社）京都府観光連盟

・北近畿広域観光連盟

・大河ドラマ「麒麟がくる」推進協議会負担金

・（特非）ジャパン・フィルムコミッション

○スマートフォン用観光アプリケーションサーバー使用料

96.5 %項 01 商工費

目 04 観光振興費
予
算
科
目

観光ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ推進事業

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

目
　
的

100千円

120千円

本年度決算額 最終予算額

(参考)当初予算額
観光振興課

部 商工観光部

細
事

01 観光ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝ推進事業【再掲】

主
な
財
源

基本計画 04 滞在型観光・スポーツ観光の促進

款

832千円地方創生推進交付金（1/2）

　各種広報媒体の活用やイベントでのキャンペーン、広域観光団体
との連携によるPR活動の展開等により、観光資源、観光情報を発信
し、観光客誘致の促進を図る。

07 商工費

事 05

4,384千円

不用額

4,539千円 155千円

640千円

○大河ドラマ「麒麟がくる」放映に伴い、旅行会社を対象とした視察ツ
アーを実施し、細川ガラシャが過ごした野間の地域資源への理解を深め、
ツアー造成及び誘客を図れた。
○観光大使・太川陽介氏による京丹後の旬の食材を使った一品料理「たん
ちょす」のクッキング動画を制作し、京丹後市の豊かな食をPRすることが
できた。
○今後は、行政、観光公社それぞれの立場で効率的なプロモーション活動
を実施していくことが重要。

750千円

課

74千円

2,722千円

300千円

390千円

1,182千円 成
果
・
課
題

434千円

6千円

国補

執行率

5,180千円

440千円

358千円

282千円

76千円

30千円
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